
822 CHEMOTHERAPY APR. 1984

外来尿路感染症患者におけ るAT-2266の 臨床的評価

藤村宣夫 ・湯浅健司 ・上間健造 ・金山博臣 ・黒川一男

徳島大学医学部泌尿器科(主任:黒川一男教授)

外 来尿路感染症患者28例 にAT-2266を 経 口投与 した。

1)投 与方法は1日200mg(2分 服),300mg(3分 服),400mg(2分 服),600mg(3分 服)

を3日 間 もし くは5日 間 とした。

2)28例 の臨床成績は,著 効19例(68%),有 効3例(11%),無 効6例(21%)で,有 効率は

78.6%,疾 患群別 の有効率は単純性 尿路感染症100%,複 雑性尿路感 染症70%で あった。

3)細 菌学 的効果は31株 中,消 失24株(77.4%),存 続7株 であ った。

4)副 作用 は,1例 にふ らつきがみ られたが軽度であった。

AT-2266は 大 日本製薬株式会社において,研 究,開 発 された

新規合成抗菌剤でFig.1に 示す ような構造式を有す る。

Fig. 1 Chemical structure of AT- 2266

本剤の特徴1)は,抗菌スペクトラムでは,グ ラム陽性菌,グ ラ

ム陰性菌,マ イコプラズマに抗菌作用を示し,抗 菌力は同系統

の薬剤では最 も強い部類に属し,P.aeruginosaやS.marces-

censに もGMよ り優れている。 また,吸 収,排 泄では,消 化

管からの吸収は良好で,大 部分が 腎から排泄されることから,

尿路感染症における有効性が期待されるため,そ の臨床効果を

検討したので報告する。

I.　臨 床 的 検 討

1.　投与対象お よび投与方 法

昭和57年4月 か ら11月 までの間 に,徳 島大学付属病院

泌尿器科外来を受診 した尿路感染症患者28例 を対象 とし

た。 疾患 の内訳は急性単純性膀胱炎7例,急 性単純性腎

盂腎炎1例,慢 性複雑 性膀胱炎16例,慢 性複雑性腎盂 腎

炎4例 で,年 齢は28～85歳(平 均57歳),性 別 は男性12

名,女 性16名 であ った。

投与方法 は,1日200mgま たは400mgを 朝,夕 食後,

分2,300mgま たは600mgを 毎食後,分3と し,日 数

は,単 純性膀胱炎は3日 間,単 純性腎盂腎炎 と複雑性尿

路感染症は5日 間 とした。

2.　 臨床効果判定,そ の他

臨床 効果判定は,UTI研 究会のUTI薬 効評価基準2)

に よる判定 と,主 治医独自の判定を行い,最 小発育阻止

濃度(MIC)の 測定は,日 本化学療 法学会標準法3)に準

じて行い,Disc法 は3濃 度Disc法 によった。

3.　 臨床成績

急性 単純性膀胱炎の7例 はすべて著効,急 性単純性腎

盂腎炎 の1例 も著効(Table 1,2),慢 性複雑性尿路感

染症は,20例 中,著 効11例,有 効3例,無 効6例 で,70

%の 有効率であ った(Table 3,4,5)。

細菌学的効果は,31株 中,消 失24株(77.4%),存 続

7株 であった。

菌種別 では,E.coliは14株 中,13株(93%)が 消失

し,K.pneumoniaeは5株 中,3株(60%),S.faeca-

lisは4株 すべて消失 したが,S.marcescensは4株 中,

1株 が消失 したに とどまった。 しかし,P.aeruginosa

の2株 も消失 した(Table 6)。

4.　 副作用

自覚的な副作用 は,1例 にふ らふ ら感がみられた。本

例 は本剤服用3日 目から,200mg服 用後,約60分 ぐら

いす る と,ふ らふ ら感が 出現す るようになったので,4

日間で中止 した。

末梢血液像,肝 ・腎機能な どの臨床検査値の変動につ

いては,6例 に しか施行 しえなか ったが,い ずれも異常

は認められなか った(Table 7)。

II.　考 察

近年,開 発中の合成抗菌剤は,既 存 のNA,PA,PPA

な どの欠点 とされていたグラム陽性菌に対する抗菌力の

弱さを解消す るとともに,グ ラム陰性菌に対する抗菌力

の増強 と抗菌 スペ ク トラムの拡大がみ られる。

AT-2266は,グ ラム陽性菌,ブ ドウ糖非発酵菌を含

む グラム陰性菌,マ イコプラズマ,キ ャンビロバクター
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Table 2 Overall clinical efficacy of AT-2266 in acute uncomplicated cystitis

Table 4 Overall clinical efficacy of AT-2266 classified by type of infection

Table 5 Overall clinical efficacy of AT-2266 in chronic complicated UTI
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など多くの菌種に対 して抗菌作用 を示 し,こ とにP.ae-

ruginosaやS.marcescensに も強 く,殺 菌的であるた

め,泌尿器科領域の単純性尿路感染症はい うにお よばず,

複雑性尿路感染症に対しても,そ の効果が十分期待 され

る薬剤である。

急性単純性膀胱炎と腎盂腎炎の8例 は,す べて著効を

示し,投与量 について も,本 疾患群 の起炎菌 の大半 が

E.coliであることから,100mg×2/日 または100mg×

3/日で十分な効果が得 られると考え られる。

慢性複雑性尿路感染症でも,20例 に対 して,カ テーテ

ル留置群には投与しなかったに して も,70%と す ぐれた

有効率を示してお り,こ とに11例(55%)が 著効例であ

ったことは高 く評価され る。

元来,複雑性尿路感染症に対す る経口剤 の効果 には限

Table 6 Bacteriological response

Table 7 Laboratory findings

界があり,難治性のものは注射剤 の適応 とな るが,本 剤

のように強い抗菌力を有 し
,P.aeruginosaやS.ma-

rceScensにまで抗菌スベ ク トラムが拡大 された経口剤 は,

外来患者のみならず,入 院患者の院内感染症に対 しても

効果が得られると考えられ るため,今 後検討すべ き価値

があろう。

投与量については,感 染病巣の病態によ るため,投 与

量の多い症例が必ず しも良い成績を示 していないが,一

般的には,単純性尿路感染症 の倍量が必 要である と推察

された。

副作用については,1例 にふ らつ きがみ られたが,軽

度 で あ り,憂 慮 す べ き もの では な か った。

以 上,単 純 性,複 雑 性 尿 路感 染 症28例 にAT-2266を

使 用 し,本 剤 の有 効 性,安 全 性 お よび 有用 性 を確 認 す る

こ とが で きた。
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CLINICAL EVALUATION OF AT- 2266

IN URINARY TRACT INFECTIONS

NOBUO FUJIMURA, KENJI YUASA, KENZOU UEMA,

HIROOMI KANAYAMA and KAZUO KUROKAWA

Department of Urology, Tokushima University,

School of Medicine

AT- 2266, a new pyridonecarboxylic acid derivative, was administered to 28 outpatients with urinary tract infec-
tion at daily dosis of 200- 600 mg for 3- 5 days and the following results were obtained.

1) The clinical response for 28 cases was excellent in 19 cases (68%), good in 3 (11%) and poor in 6(21%), and
the efficacy rate was 78.6%. The rate for the groups of 7 cases with acute simple cystitis was 100% and of 21 cases
with complicated urinary tract infection was 70%.

2) Of 31 causative isolates, 24 strains were eradicated (77.4%) and 7 strains were persisted.
3) Side effect was observed in 1 case with mild light- headed feeling.


